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2018.5.1 

創刊号 

発行責任者 

藤沼 哲史 

会
報
誌
創
刊
に
あ
た
っ
て 

 

新
潟
大
学 

人
文
・
法
・
経
済
学
部
同
窓
会 

栃
木
県
支
部
会
報 

（
タ
イ
ト
ル
募
集
中
） 

  

副
支
部
長(

支
部
長
代
行)

 
 
 

昭
和

49
年 

人
文
学
部
法
学
科
卒 

藤 

沼 

哲 
史 

 

募
集
の
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

会
員
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。 

 

平
成

28
年
５
月
に
当
支
部
が
誕

生
し
て
か
ら
３
年
目
に
入
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。 

 

 

こ
れ
ま
で
、
総
会
で
は
組
織
運
営

等
に
つ
い
て
お
諮
り
し
た
り
、
懇
親

会
で
は
新
潟
で
過
ご
し
た
青
春
の 

想
い
出
に
花
を
咲
か
せ
、
ま
た
、
役

員
に
よ
る
本
部
理
事
会
等
へ
の
出

席
や
他
支
部
へ
の
派
遣
事
業
等
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 
し
か
し
な
が
ら
、
設
立
目
的
で
あ

る
「
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
母

校
の
発
展
に
寄
与
す
る
。
」
た
め
に

は
、
ま
だ
ま
だ
物
足
り
な
い
と
感
じ

て
お
り
、
今
後
に
つ
い
て
は
様
々
模

索
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
状
況

で
す
。 

ソ
ー
ド
、
卒
業
後
の
仕
事
等
に
つ
い

て
、
ま
た
、
リ
タ
イ
ヤ
さ
れ
た
方
々 

 

つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う

会
報
誌
を
発
行
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
今

後
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
学

生
時
代
の
想
い
出
、
エ
ピ 

皆
さ
ん
と
し
て
も
、 

「
も
っ
と
各
会
員
の
情
報
が
ほ

し
い
、
会
員
に
情
報
を
伝
え
た

い
、
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
の

機
会
が

あ
っ

て
も
よ

い
の

で

は
・
・
・
。
」
な
ど
、
様
々
な
ご

要
望
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
先

ず
は
情
報
の
発
信
元
や
受
け
皿

と
な
り
、
会
員
の
交
流
促
進
に

つ 

の
現
況
な
ど
、
幅
広
く
載
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
に
は
、
新
潟
大
学
の
卒
業

生
と
し
て
、
仲
間
た
ち
と
過
ご
し
た

青
春
の
日
々
を
思
い
起
こ
し
つ
つ
、

有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

筆者近影 

 

 

 

新
潟
大
学
人
文
・
法
・
経
済
学
部

同
窓
会
栃
木
県
支
部
は
、
左
記
の

と
お
り
平
成

30
年
度
の
定
期
総
会

及
び
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

様
々
な
世
代
の
方
々
と
、
五
十

嵐
や
西
大
畑
（
？
）
で
の
想
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
勢
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 日
時
：
６
月
23
日
（
土
）
12
時
～ 

会
場
：
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ 

（
宇
都
宮
市
大
通
２-

４-

６
） 

会
費
：
６
千
円 

新
潟
大
学
人
文
・
法
・
経
済
学
部
同
窓
会 

栃
木
県
支
部 

平
成
30
年
度
総
会
開
催 

平成２９年度定期総会集合写真 
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写真 

 

平
成

25
年
法
学
部
卒 

増
渕 

慎
也 

は
じ
め
ま
し
て
。
平
成

25
年
に
新

潟
大
学
を
卒
業
し
、
現
在
は
宇
都
宮

市
役
所
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、
増

渕
慎
也
で
す
。 

大
学
時
代
は
法
学
部
法
学
科
に
所

属
し
て
お
り
、
憲
法
や
民
法
な
ど
の

法
律
を
学
び
な
が
ら
、
行
政
学
の
ゼ

ミ
で
行
政
の
仕
組
み
な
ど
を
学
ん
で 

お
り
ま
し
た
。 

部
活
は
探
検
部
と
い
う
部
活
に

所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
が
主
な
活
動
で
す
が
、

洞
窟
探
検
や
無
人
島
で
の
サ
バ
イ

バ
ル
な
ど
、
非
常
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
活
動

の
中
で
、
川
下
り
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
、
大
学
３

年
生
の
と
き
に
は
、
日
本
代
表
選
手

に
選
出
さ
れ
世
界
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
認
知
度
も
低

く
、
競
技
人
口
も
少
な
い
ス
ポ
ー
ツ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
世
界
６
位
の
成

績
を
収
め
る
な
ど
、
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
大
学
生
活
で

し
た
。 

大
学
卒
業
後
は
宇
都
宮
市
役
所

に
就
職
い
た
し
ま
し
た
。
最
初
に
配

属
に
な
っ
た
部
署
は
納
税
課
で
、
税

金
の
徴
収
業
務
を
主
と
し
つ
つ
、
職

員
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
立

案
な
ど
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

Ｂリーグ初代王者に輝くリンク栃木ブレックス 

増渕慎也さん－栃木ブレックス事務室にて 

リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
活
躍
に 

ご
注
目
く
だ
さ
い
！ 
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納
税
課
で
３
年
間
勤
務
し
た
後

は
、
都
市
魅
力
創
造
課
と
い
う
課
に

配
属
と
な
り
、
現
在
は
民
間
研
修
と

い
う
こ
と
で
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
「
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク

ス
」
の
運
営
会
社
で
あ
り
ま
す
、
株
式

会
社
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。 

そ
こ
で
は
、
主
に
地
域
貢
献
活
動

に
関
す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
ブ
レ
ッ
ク
ス
で
は
、
地
域
貢
献
活

動
と
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
普

及
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
選
手
や
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
幼
稚
園
・
保
育
園
、
福
祉

施
設
の
訪
問
や
、
自
治
会
や
商
店
街

な
ど
の
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演

な
ど
を
無
償
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

私
は
こ
う
し
た
活
動
の
調
整
や
当

日
の
運
営
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
栃
木
県
内
で
試
合
を
開

催
す
る
際
は
、
試
合
前
日
の
会
場
設

営
、
当
日
の
試
合
運
営
、
そ
の
後
の
撤

収
作
業
も
行
い
ま
す
。
土
日
の
業
務

も
多
く
体
力
を
必
要
と
し
ま
す
が
、

地
域
の
方
や
フ
ァ
ン
の
方
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
、
非
常
に

や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
業
務
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

ブ
レ
ッ
ク
ス
は
、
日
本
人
初
の
Ｎ

Ｂ
Ａ
選
手
と
な
っ
た
田
臥
勇
太
選
手 

を
擁
し
、
２
０
１
６
年
に
開
幕
し
た

「
Ｂ
リ
ー
グ
」
の
初
代
王
者
に
な
っ

た
人
気
の
あ
る
チ
ー
ム
で
す
。
試
合

日
は
多
く
の
フ
ァ
ン
が
応
援
に
駆

け
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
現
在
は
Ｂ
リ

ー
グ
の
第
２
シ
ー
ズ
ン
の
最
中
で
、

連
覇
を
目
指
し
て
戦
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
会
場
に
足
を
運
ん

で
、
ブ
レ
ッ
ク
ス
を
応
援
し
て
く
だ

さ
い
。
私
も
宇
都
宮
市
の
職
員
と
ブ

レ
ッ
ク
ス
の
ス
タ
ッ
フ
の
両
方
の

立
場
か
ら
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
す
！ 

 
ブレックス 田臥勇太選手 

 

本
稿
は
、
創
刊
号
の
発
行
準
備

に
あ
た
り
、
昨
年
12
月
に
依
頼
し
、

今
年
１
月
に
執
筆
し
て
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
。 

現
在
、
増
渕
慎
也
さ
ん
は
、
４
月

の
人
事
異
動
で
他
部
署
に
勤
務
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ン
ク
栃
木

ブ
レ
ッ
ク
ス
は
、
５
月
に
今
シ
ー

ズ
ン
の
試
合
を
終
え
て
６
月
は
試

合
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

増
渕
慎
也
さ
ん
、
リ
ン
ク
栃
木

ブ
レ
ッ
ク
ス
の
み
な
さ
ん
の
益
々

の
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

（
編
集
部
） 

会報のタイトルを公募します 
この「会報」には未だタイトルがありません。そこで、会報のタイトルについて、字体デザイ

ンを含めて募集いたします。  

 同窓会栃木県支部の会報にふさわしい、未発表、オリジナルのものに限ります。 

 縦９～１０ｃｍ、横３ｃｍ以内の大きさとしてください。 

 住所・氏名・連絡先を明記して平成３０年７月３１日までに下記宛にお送りください。 

郵 送：〒320-0821 宇都宮市一条３丁目２－３１ 藤沼哲史 宛 

e-mail: fujinuma@eco.ocn.ne.jp 
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新潟大学人文・法・経済学部同窓会栃木県支部 決算見込み及び予算(案) 

 

※上記決算・予算（案）は、今年度の総会に諮る議案であり総会での承認を得ようとするものです。 

会報への投稿を歓迎します 
 みなさんの現況、随想、新潟での思い出な

ど投稿をお待ちしています。（600～800 字

以内でお願いします） 

 住所・氏名・連絡先を明記してください。 

２０１７年度決算見込み 

収入の部 支出の部 

項目 予算 決算 項目 予算 決算 

前期繰越金 229,178 229,178 会議費 100,000 71,041 

年会費 50,000 44,000 通信費 100,000 80,768 

懇親会費 250,000 205,000 懇親会費 400,000 268,800 

本部助成費 150,000 150,000 一般事務費 69,178 25,596 

本部助成費(通信費) 50,000 50,000 交流旅費 135,080 40,094 

本部助成費 (支部間交流交通費) 25,080 25,080 次期繰越金 0 231,961 

寄附金等 50,000 15,002   

計 718,260 計 718,260 

２０１８年度予算（案） 

収入の部 支出の部 

項目 予算額 項目 予算額 

前期繰越金   231,961 会議費 80,000 

年会費   50,000 通信費 150,000 

懇親会費   275,000 総会・懇親会費   400,000 

本部助成費   150,000 一般事務費 24,961 

本部助成費(通信費)   50,000 交流旅費等（旅費、懇親会費等）        127,080 

本部助成費 (支部間交流交通費)   25,080 会報作成費 50,000 

寄附金等   50,000   

計   832,041 計 832,041 

 

原稿送付先 

郵送:〒320-0821 

宇都宮市一条３－２－３１ 

 藤沼哲史 宛 

 e-mail:fujinuma@eco.ocn.ne.jp 

支部会費納入のお願い 

限られた予算の中で支部の活動の幅を

広げ、より多くの同窓生の交流を促進

していくため、会費（年会費 1,000 円）

の納入にご協力ください。 

 

 同封されている振替用紙により郵

便局ＡＴＭから振り込んでくださ

い。 

 総会参加者の方は懇親会費と併せ

て納入することもできます。 


